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瀬戸内海における腸炎ピプリオの分布
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(Figs. 1-2， Tab1cs 1・3)

術bJl性Hlf，，(1泊といわれたJl弘炎ピプリオ(Vibrio μrahaemolyticus) が海洋細i遁IC~すること，)から， ~}fl 

PLLの l~i生研究所が'1'心にな って地先海域における本歯の分布j犬態を調査したり. 耳目rcらゆ)5)はJ.!r総半J:J
からiぷ州灘南方沖合IL宅るjよい海域での分布を調らべた それら諸調ftの結果，本商の生物 l型菌は外

n;]()¥主では始んど検出されず治j戸水域K多く分布し，生物 2~~I適は外洋 ・ 沿岸水域ILわたってjよく分布

している乙とがわかった.

全水域がほとんど治)'，";](で占められている瀬戸内海における本l道の分布状態は， 例えば大阪的6)7)，

f冊餅灘7)あるいは水島灘めという一定水域での調査は行われたが，全水域1L1えんだ調査は行われていな

い.ff々 は内海全水域的な分イli調伐を行なったので， 乙乙にその結栄を報公する.

本調ftを行なう1L"iり，木学事u判!船22湖JLの釆rJ.，j/'i氏，海洋観測に協力いただいた当学科海洋学教・4
の小ILJ，泌総両氏，並びに細菌実験IL多大の労をtfiわしたIIIffll，佐久両行lζ心より謝意をぷする.なお

*，淵ftは文部行科学研究t'i(39年度各例研究)1とよった.

調査方法

)L;j:J大学事長判断}lJJt湖lメLILより， 1963年9月18--...22日大阪湾から備後灘にモる瀬戸内海J.lum水域の15地
点， 1964年9月12--...17日備後灘から F[均泌IC1ミる阿:'l!I;](成の21地点の合JI'36地点ILっき，r;;船をしてJi

JM (O.5m 深)， '1']凶 (地点ILより水深の ' 1'央深とは必ずしも 11艮らな~))の海水およびほ1'1を採取し，こ

れらの試料から本幽を分縦検:1:した

1 採水方法

iU司1;](域調査のときは， プラスチッ ク製ニコパント‘ン式fAi水路 (Fig.1のli'.下(C/J'す)約31作を川い

た.使川都J1tの殺菌処~は行なわなか ったが，符積が比較的lζ大きいためか，採ノ']('1'央部分を分収する

乙とILよって特K汚染されたとは思われなかった.

IILj:'l!I水域，1f，~ftのときは，ナ ンセ ン式採;](6.-fを川いた. との場合lζは使川jの1.11皮lζ熱;](を充分lζ.illiじて
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殺菌を行なった.

2 採泥方法

T式tì(iJê~告を川い， f.淀川の初IJ.立!c充分K洗地主しI;IL燥させた. 乙の採泌総は潮流の速い地点あるいは海

底の深い地点では，mftが困難であったので，百々考案のill:り (5kg) を取り付けて採泥を行なった.

Eりを取り付けた状態を Fig.1の才I(C示した.

Fig. 1. A T-type bottom sampler to which a poi配 (5kg in weight) is attached 
by the auth"r's idea (Right)， and a Van Dorn's water-bottle (Left). 

3 海洋観測方法

/1<深，ノ'l<iliiL出ぷhlおよび持Hfl唆ぷ五iは海洋告別1111行針。).;L・l誕の)j仏ーによ った.pHは的行;川ペーハ-

;[1'の飯合型ガラス'dl極を試料'1'1ζ1''1:接何人して測定した.

4 細菌分離同定方法

探7Jc?':"fから先ず臨検m，依存両量点hl川その他の海水を流出後K滅的試験i'i;K約 30mlを分l収し， 1'¥ち
に，その 10mlを無歯科1内ICて痢i[ら-')JL・|誕の 3"食取)Jllアラビノース ・エチノレバイオレツ卜 ・プロス

B増iAi借地 10ml rc混じた
jほnは採泥総の'J1きlニげ11'1:後，アノレコ ーノレif'l，与をしたサヅICて約 2gを刷江ら，)のI'II卜.プロスA増菌
防地 20ml K投入した これら接純収地をI!'ちに船内で 3rc201時IllJlìín~増菌t背後した.

収益後J白地の比重主色したものを研究室IC持ち帰り， BTBティポーノレ本天分離平仮府地 (~liJf製) Iζ 

，，"i線して 37'C24 1時間培益した.先行!ki答'I'大型で形，色柄l等の利ii坐しているものを犬々釣菌し，厚生
ヂ?の病原性好取 l道食 '1' dJ;検fF.安~n (1963) 10) 指定の 300食出加肉エキス本天保存情I也IC斜l市主主抹とw車IJ
をして37'C24 1時間培必ーした

乙の保存情地の分離幽lζっき， 1，，1安ilJiK従って形態学的および生化学的性状を検売して本i適の生物
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型およひ'類似lÆ1を I.il定した(以下本文およびぷ 1(11:.物 I ~菌を 1， 2 Jt~ I過を ll，類似l却を IIIと田内心す

る) なお，本l翁のJÚLl，'f '干::(I/~性状検脊は行なわなかっ た.

調査結果

凋ft地点の附l立|を Fig.2 IL， 地点の似;1，:， 日11寺，)C似， 気温て与を Table1 1(， 叉f作千j地1世也l品l.点ICおけるa試弐1料イ斗} 

河梅1正正レ/水kの深さ， /}<詰iL n~ぷiAI，渋々RまÆiiUfi.びlL i試料j良質の深さ，組成および分縦検出した本l通の生物耳~

を Table2 ICJ~ した.測定した pH 他は海水試料では始んど全i怖が 8. 2~8. 3， )ぽ'l'IO試料では 7.5~7. 7 

だったので氾械を附した.

-350 

KOBE 

-34・

131 132。 133 134 135。

Fig 2. Location of sampling stations in the Seto Inland Sea in summer. 

，;l~ft 36地点における海水 72試料， )，底'1'I36試料から Iを14株， nを49株および凹を22妹分離した.

勿論，試料'1'に本的が検出されたζとは，その地.'.'XICノドl過が分布していた乙とをぷすものであるが， そ

の地点IL1;¥'に分布するとはl'えない. 又i弐料'1'に検IJ¥されなかったからその地点iζは本lA1が分布してい

ないともいい切れない.採水 ・採iJt!.t.とあるいは増i!/Vit.t等が異なれば紡来も羽l.iitするであろう.乙のよ

うなii.\~ftを!-k1L数jEた脳しなければ，本的の'，:;\.{_E(I内分布状態を1]11らかKする乙とはできない.

しかしながら本調任において， J.'[の食'I' ，)~原因iÏ，i と 口 されている I が大阪が'i，術院総， /}<)ゐ灘、.Jfi.ぴlζ

)，'~ 防灘l判 1mの各地点から多く検/1\され，内海の' 1 '火水域からは検111 されなかった. 乙れら検出された水

減ILlflIした地Jjにおいて過去本lI，iによる食111，:けH'Iニが比較的多発した乙と11)と対照してn円すべき紡米ー
であると思われる.
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Table 1. Observations at sampling stations 
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Tab1e 2. Oceanographic data on肥awater and bottom samp1es， and biotypes of the strains iso1ated 
from each samp1e 

Station Depth Water temp. 'C C伽 1口町 | Disso1ved oxygen 
No. 百1 (Bottom property)μ ml/l % 

Biotypeキ

一一 一一一一

0.5 25.4 17.21 4.94 98.6 II 

5 25.3 17.21 4.78 95.2 1， II 

11 14 (Mud) I，II 

2 0.5 25.7 17.10 4.44 89.0 II 

ノ/ 7 25.7 17.11 4.44 89.0 II 

11 13 (Sand) 1， II 

3 0.5 24.7 17 20 4.56 90.1 II 

11 8 24.9 17.21 4.43 87.7 II 

ノ/ 20 (Mud) II 

4 0.5 24.8 17.50 4.45 88.1 II 

ノ/ 14 24. 7 17.50 4.14 81. 8 II 

/ノ 30 (Mud) III 

5 0.5 24.6 17.73 4.17 80.6 II 

11 13 24.5 II 

11 38 (Shelly sand) I，II 

6 0.5 24.3 17.81 4.09 80. 7 II 

/ノ 11 24.3 17.82 4.03 79.5 II 

ノノ 34 (Shelly sand) I 

7 0.5 24.3 18.16 4.60 91. 1 II 

ノノ 10 24.2 18.17 4.41 87.2 II 

11 42 (Sanded mud) 1， II 

日 0.5 24.5 18.17 4.42 87.9 I 

/ノ 15 24.3 18.29 4.15 82.3 II 

11 95 (Shelly sand) III 

9 0.5 25.4 17.92 4.89 98.2 III 

11 14 25. 1 18.03 4.52 90.6 

11 53 (Mud) II 

10 0.5 24.8 17.68 4.52 89.9 III 

ノノ 11 24.8 17.68 4.52 89.9 I 

11 34 (Sand) 

11 0.5 24. 7 17.31 5.04 99.4 III 

/1 9 24. 7 17.36 5.00 98.6 II 

11 37 (Mud) III 

12 0.5 25. 1 17.24 4.52 89. 7 II 

ノノ 10 25.1 17.19 4.46 88.5 II 

11 31 (Shelly sand) 1， II 

13 0.5 24.4 17.59 4.32 85.0 III 

11 8 24.4 17.63 4.27 84.2 

11 12 (Muddy sand) II 

14 0.5 24.4 17.69 4.35 85.8 II 

11 12 24.3 17.69 4.30 84.6 II 

(Continued on next page) 
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Station Depth 

No. m (Bottom property) 泌 mljl % 
Biotype* 

11 20 (Mud) III 

15 0.5 24.4 17.36 4.64 91. 2 II 

// 10 24.5 17.61 4.05 79.9 II，III 
// 24 (Mud) III 

16 0.5 27.6 18.17 4.64 97.2 

// 11 27.8 18.19 3.69 81. 1 III 

1/ 21 (Mud) III 

17 0.5 27.6 18.13 5. 13 107.5 

11 9 27.4 18.11 5.33 111.2 

11 18 (Sanded mud) III 

18 0.5 25.7 18.28 4.86 98.5 

11 17 25.4 18.27 4.44 89.6 II 

11 43 (Sanded mud) 

19 0.5 25.0 18.38 4.43 88.9 
/1 16 24.9 18.32 4.55 91. 0 II 
// 32 (Shell y sand) II 
20 0.5 24. 7 18.44 4.84 96.6 
/1 20 24.4 18.45 4.37 86.9 III 
/1 40 (Shell y sand) 1， III 
21 0.5 25.8 18.38 4.83 91. 4 
// 32 23.6 18.47 3.86 77.2 
/1 65 (孔1uddysand) II 
22 0.5 26.0 18.44 4.77 97.7 
1/ 26 24.5 18.21 4.00 79.6 
1/ 46 (Sanded mud) III 
23 0.5 25.7 18.21 4.53 91. 7 III 
/ツ 27 24.4 18.46 4.08 81. 2 III 
ノツ 56 (Shelly sand) 

24 0.5 26.8 18.05 4.55 93.9 
1/ 26 23.2 18.30 2.98 57.4 
11 53 (Sand) 

25 0.5 27.4 17.93 4.76 99. 1 
λy 8 27.3 17.88 4.74 98.6 III 
11 18 (Mud) 
26 0.5 27.5 17.87 4.20 87.6 
11 6 27.4 17.93 4.14 86.1 
/1 13 (Mud) 
27 0.5 27.2 17.64 4.07 84.2 II 

// 5 27.0 17.67 3.92 80.8 II 

11 11 (乱1ud) II 

28 0.5 26.6 17.87 3.92 79.7 II 

// 8 26.5 17.89 3.98 81. 6 II 
1/ 17 (Shell y sand) I 

(Continued on next page) 
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Station 

No. 

29 

30 

31 

32 

グ

33 

34 

35 

36 

Depth 

m 

/! 

0.5 

8 

16 

0.5 

18 

37 

0.5 
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38 

0.5 

15 

30 

0.5 
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14 
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II 

23 
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12 

25 
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II 

22 

Water temp. oc 
(Bottom property) 

27.0 

25.6 

(Mud) 

27.0 

24.2 

(乱1ud)

27.2 

24.9 

(Mud) 

26.0 

24.8 

(Mud) 

26.5 

25.3 

(Mud) 

25.6 

24.7 

(Mud) 

26.9 

26.8 

(Sanded mud) 

27.8 

27.4 

(Mud) 

vd n
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泌

L
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C
 

17.80 

18.01 

18.10 

18.26 

18.09 

18.29 

17.83 

18.18 

16.39 

17.74 

17.78 

17.91 

18.13 

18.14 

18.14 

18.15 

219 

Biotype* 
Dissolved oxygen 

mljl % 

4.22 

2.71 

4.92 

4.80 

* Biotype III organisms have belonged to an allied species recently. 

/! 

/! 

11 

11 

11 

/ノ

11 

ノノ

結 果 考 察

4.58 

3.89 

94.3 

90.1 

II 

II 

III 

III 

11 

11 

11 

11 

11 
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I

I

 

Y

E

A

-

・4V
E

A

III 

Table 2を見ると，調査地点 No.1~151こ比較して No. 16~36 では本菌類を検出しなかった試料が多

い.これは調査年度あるいは採水器の相遂によるものか不明である.t.こだ， No. 16~36においては分離
平板培地上の集落を釣歯する際K1 • 11と推定されるものは特IC.留意して釣菌をしたが， illと推定され

るものはこがれ食中毒とは関係のない類似菌であることが知られているので入念に釣菌分離をしなかっ

た.そのために， illが分離されるはずの試料でも検出されなかったものがあるので不検出試料が多く出

たと思われる.

調査結果を海水の層別，底質の組成別に分けて各~I:物現の検出数を取りまとめると Table 3となる.

の

4.89 

3.35 

101. 1 

66.2 
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Table 3. Detected frequency of various biotypes and number of samples 
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Division of sample 

Sea i Upper layer 
品1iddlela yer water 

property 4 2 

Total 49 22 77 31 

*Biotype III organisms have belonged to an allied species recently 

Table 3より 1は海水・底質いづれからも検出されたが特に海底の砂質に広く分布していると推定

される.大城7)は，大阪湾・播磨灘での調査より Iが距岸 7，000m以内特に海岸・港内の泥土中lこ濃厚

に分布していると報告した.本調査地点はその多くが距岸lOkm以上であったので泥質よりも砂質の所

に多く分布しているのかも判らない.なお，使用保泥器がJ尼質部では海底面下ある深さまで突入するが，

砂質部では海底面の部分を採泥した様子なのでこの相違が結果 lこ現われているのではな~)かとも思われ

る.乙の疑点については更に検討したい.

HはIとは逆に海水中に多く検出され，しかも海水の深度には関係がない.叉底質では泥質・砂質と

いう組成lこも無関係に分布していると考えられる.

Eについては， エチノレバイオレット添加で皿を静薗した選択的増薗培地を月H'た上lこ，古ij記のがJ菌理

I+J ICてその検出数は過少なものである Table3 の数字_j~-では，班は海水中， ~氏質ヰ?ともに殆んど同じ

ような割合で検出されたので海中ICIよく分布しているのであろう.

本菌の検出状態と海況との関係については特に有意な相関は見出せなかった. これは Table21乙見る

ように，各地点における海況が近似しておりある一定範開内に合まれたためと思われる.

摘 要

1963年9月瀬戸内海東部水域， 1964 年 9 月 rr~西部水域の合計 36 地点につき腸炎ビプリオ(Vibrio 

μrahaemoりticus)の分布を調査した.

(1) 生物 l型菌は大阪湾，播磨灘，水島灘および周防灘南部から比較的多く検出された 2型菌と類

似菌は全水域から多く検出された.

(2) 生物 1型菌は海底砂質から 2型薗は水深lこは無関係に海水から高率に検出された.類似歯は海

水・底質共IC広く分布しているようであった.

(3) 本菌の分布と海況との関係については， この調査では特に有意と思われる相関は見出せなかった.
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SUMMARY 

The pre配ntsurvey was undertaken to investigate the distribution of Vibrio parahaemolylicus (FUJINO 

et al. 1951) SAKAZAKI et al. 1963 in the Seto Inland Sea in summer. The survey was carried out aboard 

the Toyoshio-maru， research vessel of Hiroshima University， in the eastern part of the Sea in September 

of 1963， and in the western part in September of 1964. The location of sampling stations is shown in 

Fig. 1 and Table 1. 

A selective liquid medium was prepared with 3 % NaCl containing arabinose ethyl-violet broth as 

described bγHORlE et a1.4) and a BTB teepol agar medium was used to detect the bacteria according to 

the official method'O) of the japanese Ministry of Health and Welfare. 

Biotype 1 organisms (abbreviated 1 in Tables 2 and 3) of the bacterium， being believed to cau肥

acute gastro-enteritis to man， were found to be widely distributed in Osaka Bay， Harima-nada， 

Mizushima-nada， and the southern part of Suo-nada as配enin Table 2. 

As listed in Table 3， moreover， biotype 1 was i田latedat high ratio from sandy肥abottom. Biotype 

2 (abbreviated II in the Tables) was i田latedfrom extensive areas of the Sea and irrespective of the 

depths from the surface. An allied species (abbreviated III in the Tables) was felt to constitute 

considerable proportions in both配awater and配abottom. 

In so far as this survey was concerned， the distribution of the bacteria had no relation to the values 

of such oceanographic properties as chlorinity， dissolved oxygen， or temperature. 


